
( 和泉市 )（ 芦部小学校 ） 

      

 

 

教科書出版社名（ 日本文教出版 ） 

〇 小学校（ ３ ）年   教科等（ 社会・総合的な学習の時間 ） 

 

○ 「自ら学ぶ子どもの育成」に向けて、この単元で付けたい力 

（教科等でつけたい力） 

・交通や公共施設、土地利用や人口、生活の道具などの時期による違いに着目して、市や人々の生

活の様子を捉え、それらの変化を考え、表現する力。 

・市や人々の生活の様子のうつりかわりについて、意欲的に追究するとともに、これからの市の発展につ

いて考える力。 

（学校図書館等の活用でつけたい力） 

・資料を活用して生活の道具のうつりかわりを調べ、自分の考えが伝わるように工夫してまとめる力。 

 

○ この単元における学校図書館を活用した情報活用能力の育成に向けて 

●情報収集…自分が選んだ昔の生活道具の情報を集める。 

●整理・分析…道具のうつりかわりを年表にまとめ、自分の考えを持つ。 

●まとめ・表現・発信…5 年生を招待し「昔のくらし博物館」を開き、自分の考えを伝える。 

「和泉市みらいプラン」を作成し、市役所に届ける。 

 

○ 学習の展開（全２５時間）（学校図書館等を活用した時間は☆） 

第１次 

 

〇「和泉市みらいプラン」の作成に向けて単元の見通しを持つ。 

・昔と今の同じ場所の写真を比べ、昔、今、未来について考える見通しを持つ。 

第２次（☆） 

 

 

 

〇昔の道具（洗濯板）を使う。 

〇自分の決めた昔の生活道具について情報を集める。 

・調べている道具のうつりかわりについても、本で調べて必要な情報を集める。 

〇調べた情報から道具のうつりかわりを年表にまとめ、自分の考えを持つ。 

・道具や人々の生活の様子の変化を考え表現する。 

〇「昔のくらし博物館」を開いて 5 年生を招待する。 

第３次 

 

 

 

〇和泉市のうつりかわりについて調べる。 

〇和泉市の取組みについて調べる。 

・和泉市の取組みや課題にふれ、これからの市の発展について考える。 

〇「和泉市みらいプラン」を考え、絵や文章で表現する。 

・市役所へ届け、担当者から話を聞き、地域社会の一員としての自覚を持つ。 

 

単
元
名 「和泉市みらいプラン」を考えよう 



（本時１３／２５時） 

☆学校図書館等活用（本時）の学習  

本時のねらい 

相手を意識して発表を工夫し、自分の考えを伝えることができる。 

 

学習展開 

時間 

(分) 
主な学習活動  指導上の留意点 

５ 

 

 

 

３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

１.本時のめあてを確認する。 

 

 

 

２．「昔のくらし博物館」を開く。 

・実物や、資料からとった写真を見せながら道具の説明をする。 

・年表にまとめた道具のうつりかわりを説明し、なぜうつりかわっ

てきたのか、未来の道具はどうなっているのかを伝える。 

・目線、間のとり方、身振りなど相手を意識して伝える。 

・質問がないかを問いかけ、調べたことを活用して詳しく伝える。 

 

 

 

３．5年生に感想を聞く。 

・自分の考えをふりかえらせ

る。 

 

 

・実物がない場合、相手にと

って分かりやすい資料を本か

ら選ぶ。 

・道具のうつりかわりから未

来の道具について考えられる

ように、本から資料となる写

真を選び年表の形でまとめさ

せる。 

 

・道具のうつりかわりや、道

具の未来についての自分の

考えを深めさせる。 

５ ４．学習をふりかえり、次時の見通しを持つ。 

・自分の考えを伝えることができたか、「昔のくらし博物館」を開

いて気づいたこと、分かったことは何かをふりかえる。 

 

・本から情報を集め、整理す

ることで自分の考えを相手に

伝わるように表現できること

に気づかせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報カード 

5 年生を意しきして発表を工夫し、自分の考えを伝えよう。 

図書館活用 

ポイント 

　昔の道具　発表原こう　　　　　　3年　組　名前（　　　　　　　　　　　　　　　）
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